
平
成
三
十
年
（
二
〇
一
八
）
は
、
明
治
元
年
（
一
八
六
八
）

か
ら
満
一
五
〇
年
の
年
に
当
た
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
今
年
の

展
示
企
画
で
は
、
全
四
回
に
わ
た
っ
て
、
明
治
時
代
の
滋
賀

県
政
の
歩
み
を
振
り
返
り
ま
す
。

第
三
回
に
あ
た
る
今
回
は
、
大
事
件
が
頻
発
し
た
明
治
二

十
年
代
の
滋
賀
県
を
取
り
上
げ
ま
す
。

明
治
二
十
二
年
公
布
の
大
日
本
帝
国
憲
法
に
よ
り
、
日
本

の
議
会
制
度
は
法
的
な
位
置
が
確
立
し
、
翌
二
十
三
年
に
は

帝
国
議
会
が
開
設
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
以
降
、
議
員
は
国
民
の

代
表
と
し
て
、
政
府
と
の
攻
防
を
繰
り
広
げ
て
い
き
ま
し
た
。

明
治
十
二
年
か
ら
開
設
さ
れ
て
い
た
滋
賀
県
会
で
も
、
こ
の

頃
か
ら
活
発
な
議
論
が
目
立
つ
よ
う
に
な
り
ま
す
。
中
で
も

県
庁
移
転
問
題
で
は
、
当
時
新
築
し
た
ば
か
り
の
県
庁
が
あ

っ
た
大
津
町
と
、
旧
城
下
町
の
彦
根
町
と
の
間
で
激
し
い
論

争
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
県
会
の
決
議
は
二
転
三
転
す
る
こ
と

と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
坂
田
・
東
浅
井
両
郡
の
分
合
を
め
ぐ

る
議
論
で
は
、
議
論
の
収
拾
が
つ
か
ず
内
務
大
臣
よ
り
県
会

解
散
命
令
が
下
さ
れ
る
と
い
う
「
前
代
未
聞
」
の
事
件
へ
と

発
展
し
ま
す
。

こ
の
白
熱
す
る
県
会
を
は
じ
め
、
日
本
中
を
揺
る
が
せ
た

大
津
事
件
や
琵
琶
湖
疏
水
の
開
削
、
東
海
道
線
全
通
な
ど
、

県
史
に
残
る
出
来
事
を
公
文
書
に
よ
り
ご
紹
介
し
ま
す
。

第70回県政史料室企画展 展示図録

【展示概要】

【
展
示
概
要
】

期
間

平
成
三
十
年
七
月
二
十
三
日
（
月
）
～
十
月
十
八
日
（
木
）

日
時

月
曜
日
～
金
曜
日
（
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く
）

午
前
九
時
～
午
後
五
時

会
場

県
政
史
料
室
（
滋
賀
県
庁
新
館
三
階

県
民
情
報
室
内
）

内
容

滋
賀
県
歴
史
的
文
書
等
二
十
八
点
（
複
製
含
む
）
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帝
国
憲
法
の
発
布
と
地
方
自
治
制
度
の
確
立

明
治
二
十
二
年
二
月
十
一
日
、
大
日
本
帝
国
憲
法
が
発
布

さ
れ
、
全
国
が
祝
賀
ム
ー
ド
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

帝
国
憲
法
で
は
、
日
本
の
議
会
制
度
に
つ
い
て
も
定
め
ら

れ
ま
し
た
。帝
国
議
会
は
貴
族
院
と
衆
議
院
と
で
構
成
さ
れ
、

国
民
は
衆
議
院
を
通
じ
て
初
め
て
、
政
治
的
な
意
思
を
国
家

の
法
律
や
予
算
に
反
映
さ
せ
る
手
段
を
得
た
の
で
す
。
し
か

し
、
選
挙
の
対
象
は
衆
議
院
議
員
の
み
で
、
選
挙
権
も
二
十

五
歳
以
上
の
直
接
国
税
十
五
円
以
上
を
納
め
る
男
性
で
あ
っ

た
た
め
、
一
般
民
衆
の
ほ
と
ん
ど
が
排
除
さ
れ
、
有
権
者
は

人
口
の
一
％
程
に
過
ぎ
ず
、
ま
だ
ま
だ
国
民
の
意
思
が
正
確

に
反
映
さ
れ
る
体
制
は
整
っ
て
い
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。
と

は
い
え
、
わ
が
国
初
の
帝
国
議
会
開
設
（
明
治
二
十
三
年
十

一
月
）
に
向
け
、
第
一
回
衆
議
院
選
挙
が
全
国
で
行
わ
れ
、

滋
賀
県
で
も「
選
挙
事
務
取
扱
規
則
」（
史
料
②
は
そ
の
一
部
）

に
基
づ
く
選
挙
の
末
、
五
名
の
議
員
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
憲
法
の
発
布
と
と
も
に
、
地
方
制
度
の
整
備
も
進

め
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
一
環
と
し
て
、
明
治
二
十
一
年
に
は

市
制･

町
村
制
が
、
ま
た
同
二
十
三
年
に
は
郡
制･

府
県
制
が

公
布
さ
れ
ま
し
た
。
政
府
は
、
資
産
の
あ
る
有
力
者
を
優
遇

す
る
形
で
地
方
に
自
治
を
与
え
つ
つ
、
こ
う
し
た
制
度
を
通

じ
て
中
央
の
統
制
を
地
方
に
加
え
よ
う
と
し
た
の
で
す
。

滋
賀
県
で
は
、
明
治
二
十
二
年
二
月
十
九
日
に
、
同
年
四

月
一
日
以
降
町
村
制
を
施
行
す
る
旨
と
、
合
併
後
の
新
町
村

が
通
知
さ
れ
ま
し
た
（
史
料
③
）。
し
か
し
、
市
制
、
郡
制
、

府
県
制
の
施
行
は
明
治
三
十
一
年
ま
で
持
ち
越
さ
れ
ま
し
た
。

③「町村分合表」明治22年2月19日【明こ69合本7（7）】

④「町村会選挙実況報告（犬上郡彦根町）」
明治22年5月17日【明こ136（85）】

①「憲法発布奉告の件」
明治9年5月24日【明あ246合本1（21）】

②「衆議院議員選挙投票用紙と投票箱」
明治23年2月【明き33合本1（5）】


